
　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　また、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、第21期の事業報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
　当社は、「未来に資するとともに、世界の人々の健康と豊かな暮らしの実現に貢献する」ことを目指し
ております。
　この経営理念を実現するために、グループでは基礎・探索研究から、非臨床、臨床及び診断・解析まで
網羅した創薬支援サービスを行うCRO事業及び診断解析事業を展開するとともに、グループの収益基
盤強化を目的として事業承継・再生事業分野を対象とした投資・コンサルを展開するTGBS事業を営ん
でおります。
　当事業年度の状況としましては、下記「業績概要」に記載のとおり、概ね順調に推移することが出来ま
した。
　株主の皆様におかれましては、当社の取り組みにご理解をいただき、なお、一層のご支援を賜ります
よう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　2019年3月期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高8,674百万円
（前年同期比140.9%増加）、営業利益270百万円（前年同期比209百万円増）と大幅
な増収増益となりました。また、経常利益についても256百万円（前年同期比241百万
円増）、親会社株主に帰属する当期純利益も202百万円（前年同期比181百万円増）と
なり、前年同期比で大幅増益となりました。
　この要因は、前期の第4四半期から連結グループに加わったEC事業が期首から堅調
に推移したことに加えて、CRO事業が株式会社安評センター加入により大幅増収と
なったこと、またCRO事業の拡大によるバイオセグメント事業の大幅な増益、TGBS事
業セグメントの堅調な利益貢献によるものです。
　今後につきましては、引き続き全事業セグメントの収益拡大施策に注力してまいりま
す。特に、昨年グループ入りした株式会社安評センターは、その潜在能力に対しての拡
大余地が十二分にあり、人材・研究機器等へのさらなる投資を実施する方針です。ま
た、CRO事業セグメントの事業価値を高めるため、当社の強みである遺伝子改変技術
を最大限に活用し、高度な病態モデル動物作製に関する研究開発に取り組んでまいり
ます。また、TGBS事業セグメントにおいては、株式会社TGMの加入により、グループ
全体の収益基盤及び投資体力の一層の強化が図れると考えております。
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メールでお知らせしています。
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当社のIR活動についてご意見・ご感想をお聞かせください。

下記アドレスへのご連絡をお待ちしております。

ir@transgenic.co.jp

IRのお知らせ

◆第21期連結会計期間の業績
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第21期定時株主総会 決議のお知らせ

●報告事項
　第21期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）
　本件は、上記事業報告、連結計算書類の内容及びその監査結
果を報告いたしました。
●決議事項
　議案　取締役6名選任の件    
　本件は、原案どおり承認可決されました。

拝啓　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
当社第21期定時株主総会におきまして、下記のとおり報告ならびに決
議されましたので、ご通知申し上げます。

敬　具



研究開発状況／事業トピックス

　2018年4月1日より当社グループ会社に加入いたしました。
　医薬品・農薬・食品・一般化学物質などの多様な分野の安全性評価試験を、
GLP（Good Laboratory Practice：優良試験所基準）及びAAALAC（国際
実験動物ケア評価認証協会）認証施設において受託します。
　とりわけ、がん原性試験・遺伝毒性試験・環境毒性試験については、質の点
から特に高い評価を受けています。
　科学性と信頼性に立脚した安全性評価を通じて人類の幸福に貢献します。 

株式会社安評センター

■モデルマウスの導入・開発状況
◆研究開発状況

◆事業トピックス

KO or Tg 表現型
解析

モデル
としての
検証

販売
CRO

個体販売中

実用化済

小胞体ストレス可視化マウス 理研

個体販売中酸化ストレス可視化マウス 群馬大学

個体販売中

個体販売中

炎症可視化マウス 群馬大学

生体ストレス可視化マウス 金沢医科大学

アルツハイマー病モデルマウス

認知症モデルマウス

受託サービス
実施中
受託サービス
実施中
受託サービス
実施中
個体販売準備中

受託サービス
実施中

受託サービス
実施中

技術移転実施中

BDNF（脳由来神経栄養因子）遺伝子改変マウス

個体販売中

NASHモデルマウス 東京大学

個体販売中

個体販売中

肥満抑制モデルマウス TG社

夜型モデルマウス

（有）行動医科学研究所

アトピー性皮膚炎モデルマウス

産総研

肝臓ヒト化マウス 熊本大学・TG社

ターゲット
遺伝子

約2年 約2年
自社または外部研究機関からの導入開発

病態可視化マウス

中枢神経系疾患モデルマウス

メタボリックシンドローム系モデルマウス

モデルマウス系統の開発

遺伝子改変技術開発
ROSA26座位での組換え

CRISPR/Cas9法

産総研

兵庫医科大学、三重大学

大阪市立大学

抗体
作製

有用性
検証

測定系
構築

ライセンス
アウト

臨床開発
  上市

抗体製品の開発と応用 自社開発 
外部研究機関からの導入開発

中国企業とライセンス契約締結中
測定キット販売中

ライセンス契約締結中
（中国企業、国内診断薬メーカー、
 （株）テクノメディカ）

ネガティブコントロール抗体 
Trioリン酸化抗体

有用性検証中 日本及び欧州で特許査定

尿中がんマーカー 九州大学等

肝臓がんマーカー アボット社

膵がんマーカー 国立がんセンター

肺がんマーカー 国立がんセンター

有用性検証中自己免疫疾患マーカー 医化学創薬（株）

有用性検証中乳がんマーカー

測定キット販売準備中うつ病マーカー 産総研

抗体作製中卵胞機能マーカー 聖マリアンナ医科大学

期
中

期
短

ターゲット
同定

約3年 約2年～

■開発パイプライン状況 : 抗体・診断薬・治療薬

医化学創薬（株）

日本、アジア、欧州等20か国以上で販売中

New

安評センター全景

https://www.anpyo.co.jp/

4月 東北大学未来科学技術共同研究センターとの共同研究契約締結※２

「アトピー性皮膚炎モデルマウス」販売開始5月

◆2019年3月期事業トピックス
2018年

2019年

11月

12月

抗ポドプラニン抗体の販売開始※２

10月

ネガティブコントロール抗体の販売開始1月

2月

炎症ストレス可視化マウスに関する日本特許査定

作製済ノックアウト系統及び表現型データベース提供サービスの開始

自己採取HPV検査サービスの北海道厚真町との契約締結※1

抗ヒトリン酸化TRIOモノクローナル抗体の販売開始

旭化成ファーマ（株）との新規疼痛評価系の確立を目的とした共同研究契約締結※3

「農薬GLP適合性確認書」取得（適合）※4

新規定量分析機器導入および分析サービスを開始※4

霊長類の飼育管理許可の取得及び大型動物の非臨床試験受託の開始※4

HAINAN JINGANG BIOTECH CO. LTD.との霊長類の遺伝子改変動物作製に関する共同研究契約締結

抗体遺伝子の可変領域配列解析サービスの開始

新規肺がんマーカーに対する抗体ならびにその診断応用に関する欧州特許査定

ノーステック財団「先端研究産業応用検証補助事業」の採択および平成30年度「先端研究産業応用検証補助金」の受領※1

LC-MS装置を利用した受託解析サービスの開始※2 

 「"ストップ！子宮頸がん"の会」市民フォーラム開催※1

東北大学未来科学技術共同研究センターとのモノクローナル抗体取扱い及び販売の契約締結※２

AACR（米国がん学会）において研究成果発表※２

「生体ストレス可視化マウス」販売開始

 子宮頸がん自己検査キットの大手薬局チェーン首都圏店舗での販売開始※1

京ダイアグノスティクスとのヒトがん幹細胞スフェロイド移植マウスPDSXを用いた非臨床試験に関する業務提携契約締結

直線型糖鎖標準品の販売開始※2

北海道対がん協会における未受診者対策を目的とした自己採取HPV検査の研究調査受託※1

新規分析機器導入及びサービス開始※2

自己採取HPV検査サービスの北海道羅臼町との契約締結※1

京ダイアグノスティクスとの大腸がん転移に関与するTrioリン酸化抗体の販売契約締結

エービー・サイエックスとの新規糖鎖解析技術の確立を目的とした共同研究契約締結※２

新規肺がんマーカーに対する抗体ならびにその診断応用に関する日本特許査定

7月 BDNF（脳由来神経栄養因子）遺伝子変異ノックインマウス販売契約締結

ノーステック財団の【札幌市補助事業】「先端研究産業応用検証補助金」に採択※1※2

共同研究特許査定 ライセンス契約 製品・サービス 学会・論文 その他

3月

当社グループ会社 ※1 ジェネティックラボ　※2 医化学創薬　※3 新薬リサーチセンター 　※4 安評センター
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自己採取HPV検査サービスの北海道厚真町との契約締結※1

抗ヒトリン酸化TRIOモノクローナル抗体の販売開始

旭化成ファーマ（株）との新規疼痛評価系の確立を目的とした共同研究契約締結※3

「農薬GLP適合性確認書」取得（適合）※4

新規定量分析機器導入および分析サービスを開始※4

霊長類の飼育管理許可の取得及び大型動物の非臨床試験受託の開始※4

HAINAN JINGANG BIOTECH CO. LTD.との霊長類の遺伝子改変動物作製に関する共同研究契約締結

抗体遺伝子の可変領域配列解析サービスの開始

新規肺がんマーカーに対する抗体ならびにその診断応用に関する欧州特許査定

ノーステック財団「先端研究産業応用検証補助事業」の採択および平成30年度「先端研究産業応用検証補助金」の受領※1

LC-MS装置を利用した受託解析サービスの開始※2 

 「"ストップ！子宮頸がん"の会」市民フォーラム開催※1

東北大学未来科学技術共同研究センターとのモノクローナル抗体取扱い及び販売の契約締結※２

AACR（米国がん学会）において研究成果発表※２

「生体ストレス可視化マウス」販売開始

 子宮頸がん自己検査キットの大手薬局チェーン首都圏店舗での販売開始※1

京ダイアグノスティクスとのヒトがん幹細胞スフェロイド移植マウスPDSXを用いた非臨床試験に関する業務提携契約締結

直線型糖鎖標準品の販売開始※2

北海道対がん協会における未受診者対策を目的とした自己採取HPV検査の研究調査受託※1

新規分析機器導入及びサービス開始※2

自己採取HPV検査サービスの北海道羅臼町との契約締結※1

京ダイアグノスティクスとの大腸がん転移に関与するTrioリン酸化抗体の販売契約締結

エービー・サイエックスとの新規糖鎖解析技術の確立を目的とした共同研究契約締結※２

新規肺がんマーカーに対する抗体ならびにその診断応用に関する日本特許査定

7月 BDNF（脳由来神経栄養因子）遺伝子変異ノックインマウス販売契約締結

ノーステック財団の【札幌市補助事業】「先端研究産業応用検証補助金」に採択※1※2

共同研究特許査定 ライセンス契約 製品・サービス 学会・論文 その他

3月

当社グループ会社 ※1 ジェネティックラボ　※2 医化学創薬　※3 新薬リサーチセンター 　※4 安評センター



　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
　また、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、第21期の事業報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し上げます。
　当社は、「未来に資するとともに、世界の人々の健康と豊かな暮らしの実現に貢献する」ことを目指し
ております。
　この経営理念を実現するために、グループでは基礎・探索研究から、非臨床、臨床及び診断・解析まで
網羅した創薬支援サービスを行うCRO事業及び診断解析事業を展開するとともに、グループの収益基
盤強化を目的として事業承継・再生事業分野を対象とした投資・コンサルを展開するTGBS事業を営ん
でおります。
　当事業年度の状況としましては、下記「業績概要」に記載のとおり、概ね順調に推移することが出来ま
した。
　株主の皆様におかれましては、当社の取り組みにご理解をいただき、なお、一層のご支援を賜ります
よう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　2019年3月期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高8,674百万円
（前年同期比140.9%増加）、営業利益270百万円（前年同期比209百万円増）と大幅
な増収増益となりました。また、経常利益についても256百万円（前年同期比241百万
円増）、親会社株主に帰属する当期純利益も202百万円（前年同期比181百万円増）と
なり、前年同期比で大幅増益となりました。
　この要因は、前期の第4四半期から連結グループに加わったEC事業が期首から堅調
に推移したことに加えて、CRO事業が株式会社安評センター加入により大幅増収と
なったこと、またCRO事業の拡大によるバイオセグメント事業の大幅な増益、TGBS事
業セグメントの堅調な利益貢献によるものです。
　今後につきましては、引き続き全事業セグメントの収益拡大施策に注力してまいりま
す。特に、昨年グループ入りした株式会社安評センターは、その潜在能力に対しての拡
大余地が十二分にあり、人材・研究機器等へのさらなる投資を実施する方針です。ま
た、CRO事業セグメントの事業価値を高めるため、当社の強みである遺伝子改変技術
を最大限に活用し、高度な病態モデル動物作製に関する研究開発に取り組んでまいり
ます。また、TGBS事業セグメントにおいては、株式会社TGMの加入により、グループ
全体の収益基盤及び投資体力の一層の強化が図れると考えております。

代表取締役社長　福永健司

代表取締役社長　福永健司
2019年6月

株主のみなさまへ
第21期報告書
2018年4月1日～2019年3月31日

株式会社トランスジェニック

一人ひとりの健康と豊かな暮らしの実現をめざして

証券コード 2342

ご挨拶

業績概要

会社概要
会 社 名 株式会社トランスジェニック

設 1998年4月
3,481百万円
27名（単体） 223名（連結）

立

資 本 金

従 業 員 数

事 業 所

本社          　　　福岡県福岡市中央区天神二丁目3番36号
神戸研究所    　 兵庫県神戸市中央区港島南町七丁目1番地14
東京オフィス　 東京都千代田区有楽町一丁目7番1号

株式の状況
発行可能株式総数 43,630,100株
発行済株式の総数 17,358,141株
株 主 数 12,993名

株主メモ

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

BNY FOR GCM CLIENT ACCOUNTS （E）BD

奈良岡　武義

J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 1300000
松井証券株式会社

福永　健司
マネックス証券株式会社

株式会社ＳＢＩ証券
楽天証券株式会社

株式会社ムトウ

J.P. Morgan Securities plc

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
522,718
204,800
200,600
160,200
145,150
140,800
130,575
127,900
125,903
120,800

3.01
1.17
1.15
0.92
0.83
0.81
0.75
0.73
0.72
0.69

大株主の状況

所有者別株主分布状況

その他の法人

460,324株（2.65%）

金融商品取引業者

1,348,392株（7.77%）

外国法人等

862,315株（4.97%）

金融機関

44,120株（0.25%）
個人・その他

14,641,569株（84.35%）

自己名義株式

1,421株（0.01%）

証 券 コ ー ド
上 場 市 場
上 場 年 月 日
事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

公 告 方 法

2342
東京証券取引所　マザーズ 
2002年12月10日
毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会・期末配当　毎年3月31日
中間配当　　　　　　　  毎年9月30日

三菱UFJ信託銀行株式会社　　 

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒183-0044　東京都府中市日鋼町1-1

〒137-8081　新東京郵便局私書箱29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵送先

TEL：0120-232-711（通話料無料）

電子公告（当社ホームページに掲載）
※事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
　することができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

代表取締役社長
取　　 締 　　役

取　　 締 　　役

福永　健司
山村　研一

清藤　勉

取　　 締 　　役
取　　 締 　　役

北島　俊一
船橋　泰

取　　 締 　　役 渡部　一夫

常  勤  監  査  役
監　　 査 　　役
監　　 査 　　役

鳥巣　宣明
佐藤　貴夫
光安　直樹

役 員

最新トピックスやホームページの更新情報などを電子
メールでお知らせしています。
ご登録は当社ホームページにて受け付けています。

http://www.transgenic.co.jp/
当社のIR活動についてご意見・ご感想をお聞かせください。

下記アドレスへのご連絡をお待ちしております。

ir@transgenic.co.jp

IRのお知らせ

◆第21期連結会計期間の業績

売上高

350（予想）

290（予想）

2,302
3,601

8,674
9,850（予想）

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

単位:百万円

営業利益

経常利益

153

270

60

88

256

14

第21期定時株主総会 決議のお知らせ

●報告事項
　第21期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）
　本件は、上記事業報告、連結計算書類の内容及びその監査結
果を報告いたしました。
●決議事項
　議案　取締役6名選任の件    
　本件は、原案どおり承認可決されました。

拝啓　平素は格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
当社第21期定時株主総会におきまして、下記のとおり報告ならびに決
議されましたので、ご通知申し上げます。

敬　具


